
 

 

大草谷津田生きものの里 自然観察会 

夏の谷津田はムシ天国！ 

晝間初枝（四街道市） 

日  時：2018 年 7 月 15 日（日）10:30～12:00  天候：晴れ 

参加者：44 名（大人 22 名 子ども 22 名） 

担当指導員：萩 將勝  晝間 初枝 

 

7月というのに30℃を超え、今日も朝から暑い。夏休み前の連休の中日にもかかわらず

44名の参加者がありました。 

日陰により、挨拶、観察会の約束をしたのち、テーマの「ムシ」について説明した。 

まず、昆虫の体のしくみ、続いてクモについて・・・。さすがにムシ好きな子どもたち、

投げかけにすばやく答えを返してくる。次に「いきものビンゴ」のカードに書かれてい

る昆虫の仲間を簡単に話す。種類がわかれば図鑑で探しやすいからである。 

セミの声を聴きながら出発。「セミの穴みっけ！」みんなで覗くとニイニイゼミの幼虫

が体を丸めている。そっとして先へ進む。“変な虫”、森の掃除屋さんオオヒラタシデム

シの幼虫と成虫、ニイニイゼミ、ヒグラシの抜け殻、ヒモミノガの細長い紐のようなミ

ノ、地面に置いてある丸太を動かして観察するとゴミムシ、ミミズ、ムカデなど場所に

よってすむ虫が違うことがわかる。枝についている白いものを触るとピョンピョン跳ね

ることに一瞬驚く。ケースに採って見るとアオバハゴロモの幼虫、白い綿みたいでかわ

いらしいことに一安心。タマムシを捕えた子どもが得意気に持ってきた。その美しさに

皆感動、「この色は色が付いているのではなく光の屈折の違いにより出来ている構造色な

ので色褪せない、玉虫厨子が今も美しい理由です。」とNHKで見た受け売りを話す。 

谷津田に出る。木の根元の乾燥した所にアリジゴクを見つける。かわいそうだけど巣

を一掴み、大きい牙を持つ不格好なウスバカゲロウの幼虫に皆、興味津々でした。道端

でカブトムシの死骸を発見、水の中にはまだオタマジャクシ、畦には今年カエルになっ

たばかりのニホンアカガエル、田んぼの上をトンボが飛んでいる。下見の時見つけてお

いたオニヤンマの抜け殻の大きさにびっくり。ヤゴは 5 年も水の中で暮らしていること

を話すとさらにびっくり。 

虫捕りを楽しんだ後、捕らえ

た虫、採れなかったけれど見つ

けた虫、鳴き声を聞いた虫の話

をしてビンゴゲームを楽しむ。

最後に、下見時に採っておいた

カメムシ、ハゴロモ、カゲロウ

の幼虫、トカゲなどを観察、そ

れぞれのかごに入った虫を放

して終了した。谷津田にはたく

さんの虫がいることを実感し

た観察会でした。 
タマムシ つかまえたよ！ 


